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本報告書に掲載されている商品又はサービスなどの名称は、各社の商標又は登録商標です。 

＜各社の商標又は登録商標＞ 

Google Jamboard、Google サイトは、Google LLC の商標又は登録商標です。 

ロイロノート・スクールは、株式会社 LoiLo の商標です。 

なお、本文中には ™ マーク、 ® マークは明記していません。 

 県は今年度、ＪＡＸＡや県内の関係機関と連携して小・中学生の科学への興味・関心を高

めるために「ぐんま宇宙教育プロジェクト」を進めている。その一環として本研究は、小・

中学校理科の学習内容に宇宙に関する素材を取り入れる「ぐんま宇宙教育パッケージ（理

科）」の作成と実践に取り組んだ。児童生徒の学習を、関係機関と「つなげる」こと、科学

に関する考えを「広げる」こと、学びを「深める」ことをねらいとして授業実践し、科学へ

の興味・関心を高める児童生徒の姿を見取ることで、「ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）」

の作成及び活用の有効性を明らかにした。 

キーワード 【理科教育 ＪＡＸＡ 関係機関 ぐんま宇宙教育パッケージ 宇宙教育】 

《研究の概要》 
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Ⅰ 主題設定の理由 

 

県は今年度、ＪＡＸＡと連携して県内小・中学生の科学への興味・関心を高めるために「ぐんま宇宙教育

プロジェクト」を起ち上げた。その中で本研究では、「ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）」の作成と実践に

取り組む。宇宙を素材とした活動を取り入れるよさとしては、「星」、「宇宙人」、「ロケット」など子供が興味

を示す事柄はたくさんある。しかし、宇宙に興味はあるが、事象について調べたり確かめたりすることは難

しいと思っている児童生徒も少なくない。また、宇宙分野に関しては、ほかの分野と比べ、事象などを確認

することは困難であり、まだまだ未知の部分がある。だからこそ、児童生徒は予想・仮説を地球上での現象

と比較したり、関係付けたりしながら考えることができ、「自分の意見や考えを話したい」「友達の考えを聞

いてみたい」と対話が生まれ、意欲的に課題を解決していくことができると考えられる。野村１）はＪＡＸＡ

が考えている宇宙教育は「『宇宙を学ぶ』ことを目的とするのではなく、資質・能力の育成を目的とし、宇宙

を教材として活用する『宇宙で学ぶ』ことを大切にしているのだ」と述べている。つまり、宇宙に関する素

材を各学年の単元に取り入れることで、児童生徒たちが、未体験の事象について想像したことや、考えて表

現したことについて友達と話し合ったり、新たな視点からの問題解決や探究を行ったりするという意欲的に

活動する姿を目指していると考えられる。また、これらの経験を重ねることにより、「地球上では当たり前に

起こっていた事物・現象が宇宙では異なることがある」、「なぜ、それが起こったのか」、「ほかにはどのよう

な現象があるのか」という好奇心が起こり、「もっと知りたい」という主体的な学びの姿勢に向かうと考えら

れる。ＪＡＸＡの宇宙教育の教材は豊富にあり、宇宙に関する素材を取り入れる上で参考にした。また、群

馬県内の関係機関と連携を図ることにより、児童生徒の宇宙や科学に関する興味・関心を高めるとともに、

本県ならではの宇宙教育の教材にしたいと考えた。 

今年度の全国学力・学習状況調査では、理科も実施された。児童質問紙、生徒質問紙の回答結果を見ると、

小・中学校共に理科を好きな児童生徒の割合は高い。しかし、小・中学校の割合を比べると、中学校では理

科を好きな生徒の割合が減っている。また、学習内容を普段の生活の中で活用できないか考えていると回答

した児童生徒の割合は低い。そこで、多様な教材を取り入れ協働的に学ぶ活動を設定したり、学習内容を普

段の生活や科学技術と関連付けられるような事柄を紹介したりすることによって、児童生徒の理科の学習に

対する興味・関心を更に高めたいと考えた。 

以上のことから、小学校第３学年から中学校第３学年までの７年間の理科の学習に、バランスよく宇宙を

素材とした活動を取り入れることにより、児童生徒が未体験の事象について考えることや友達との対話を通

して楽しさを実感し、科学への興味・関心を高めることができると考え、本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

 

小・中学校理科の学習内容に、宇宙を素材とした活動を取り入れた「ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）」

を作成し、実践することを通して、児童生徒の科学への興味・関心が高められることを明らかにする。 

 

Ⅲ 研究の内容 

 

１ 基本的な考え方 

(1) 「宇宙を素材とした活動」とは 

   学習内容と関連する宇宙での事象について、地球上とは異なった視点をもって問題解決や探究に取り

組んだり、ものづくりを行ったりする活動であり、児童生徒が単元で学んだ学習内容を深く理解するこ

とをねらいとした。ＪＡＸＡ宇宙教育センターから提供されている宇宙教育の教材、群馬県立ぐんま天

文台と群馬県生涯学習センターの教材や画像資料等を授業で活用できるように「ぐんま宇宙教育パッケ

ージ（理科）」に取り入れ、活動例として提案した。 
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(2) 「科学への興味・関心を高める」とは 

中学校学習指導要領解説理科編（平成29年７月）２）には「生徒自身が観察、実験を中心とした探究の

過程を通じて課題を解決したり、新たな課題を発見したりする経験を可能な限り増加させていくことが

重要であり、このことが理科の面白さを感じたり、理科の有用性を認識したりすることにつながってい

くと考えられる」と記されている。つまり、科学への興味・関心が高まった姿とは、理科のおもしろさ

や理科の有用性を感じたときに現れることを示唆している。本研究では、宇宙を素材とした活動を取り

入れることによって児童生徒に、未体験の事象にふれて学習内容について実感・感動する姿、身近な事

象との関連に気付く姿、新たな視点での問題解決・探究に意欲的に取り組む姿が見られたとき、科学に

対する興味・関心を高めている姿として見取り、授業での活動の様子や記述内容、授業後の振り返りの

記述内容を分析し検証する。 

 

２ 教材の概要 

「ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）」は、小学校学習指導要領解説理科編（平成29年７月）、中学校学

習指導要領解説理科編の内容に基づき、ＪＡＸＡ宇宙教育センターから提供されている宇宙教育の豊富な

教材を参考にし、群馬県立ぐんま天文台や群馬県生涯学習センターの協力を得て集めた教材と通常の学習

内容に宇宙を素材とした活動を加えた指導例等を掲載し、作成した単元計画である。 

(1) 「ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）ポータルサイト」について 

「Google サイト」を用いて「ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）ポータルサイト」（図１）を作成し

た。 

 

図１ ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）ポータルサイト 
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(2) 「ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）系統図」(図２)について 

小学校及び中学校学習指導要領解説理科編の内容の構成を基に、小学校第３学年から中学校第３学年

の系統図を作成した。系統図に記載されている青色の内容をクリックすると、その単元における「教材

一覧表」（図３）が出てくるようにした。教育現場で実践するときに調べやすく扱いやすくなると考え、

単元ごとにまとめた。 

 

図２ ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）系統図 

 

(3) 「教材一覧表」について 

各単元の授業の内容と扱う資料や学習指導案について掲載した。資料については、ＪＡＸＡ宇宙教育

センターのＷebページ上にある動画や参考資料、ぐんま天文台と生涯学習センターのＷebページにある

資料を閲覧できるようにした。 

 

図３ 教材一覧表 （例 中１エネルギー「力の働き」） 
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(4) 「教材」(図４)について 

ＪＡＸＡ宇宙教育センターには豊富な資料や動画、指導例などがあるが、学習内容と関連のある資料

を精選して掲載した。また、ぐんま天文台に関しては、Ｗebページに掲載されている資料や実際に天文

台の職員が授業にゲストティーチャーとして参加する指導案などを掲載した。生涯学習センターに関し

ては、生涯学習センターの資料を扱って授業を行うことが可能なものを掲載した。 

 

図４ 教材（例 ＪＡＸＡ宇宙教育センター「宇宙飛行士と考える『作用・反作用の法則』」） 

 

(5) 「内容と関連」（図５）について 

「単元」、「学習時間」、「問題・課題」、「内容」、「宇宙と関連」について参考例として掲載した。 

 

ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）【内容と関連】 

（中１ 弾むもの 弾まないもの） 

単 元 力のはたらき 学習時間 １コマ（50分程度） 

課 題 弾むものと弾まないものの違いは何だろう。 

内 容 

お手玉を手本に、お手玉の中身（小豆など）だけでは弾んでしまうが、中身（小豆など）

を袋に入れると弾まなくなることを示し、どのようなものが弾んだり弾まなかったりする

か調べて確認する。 

宇宙との関連 

このお手玉のしくみは、JAXA の小惑星探査機「はやぶさ２」のターゲットマーカー

に使われている。なぜ、弾まないものを使わなくてはならないのかなど、いろいろと考え

て宇宙探索を行っていることに気付かせることができる。 

図５ 内容と関連（例 中１エネルギー 力の働き「弾むもの弾まないもの」） 

 

 

 



‐5‐ 

 

(6) 「学習指導案」(図６)について 

宇宙を素材とした活動を取り入れた授業の例として各学年に最低一つは掲載した。小学校及び中学校

学習指導要領解説理科編における各学年の「思考力、判断力、表現力等及び学びに向かう力、人間性等

に関する学習指導要領の主な記載」の内容との関連を意識して作成した。 

 

図６ 学習指導案（例 中３エネルギー 「運動の規則性」（力と運動」） 
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３ 研究構想図 

 

 

Ⅳ 研究の計画と方法 

  

１ 授業実践の概要 

(1) 実践１ 

対 象 研究協力校 中学校第３学年 35名 

実 践 日 令和４年６月29日  

単 元 名 「運動とエネルギー」 物体の運動（作用と反作用） 

単元の目標  運動とエネルギーについて、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を分析し

て解釈し、力のつり合い、合成と分解、物体の運動、力学的エネルギーの規則性や関係性

を見いだして表現することができる。また、探究の過程を振り返ることができる。 

(2) 実践２ 

対 象 研究協力校 中学校第２学年 30名 

実 践 日 令和４年10月19日  

単 元 名 「生物の体のつくりと働き」動物の体のつくりと働き（刺激と反応）  

単元の目標  動物が外界の刺激に適切に反応している様子の観察を行い、その仕組みを感覚器官、神

経系及び運動器官のつくりと関連付けて理解することができる。運動器官については、骨

格と筋肉の働きによって運動が行われていることを扱い、理解することができる。 
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(3) 実践３ 

対 象 研究協力校の校区内の小学校 小学校第６学年 26名 

実 践 日 令和４年11月30日  

単 元 名 「月と太陽」 月の位置や形と太陽の位置 

単元の目標  月の形の見え方について、月と太陽の位置に着目して、それらの位置関係を多面的に調

べる活動を通して、次の事項を身に付けることができる。 

〇月の輝いている側に太陽があることを理解する。また、月の形の見え方は、太陽と月と

の位置関係によって変わることを理解する。 

〇月の見え方について問題解決する中で、月の位置や形と太陽の位置との関係について、 

より妥当な考えをつくりだし、表現する。 

 

２ 検証計画 

検証事項 検証の観点 検証方法 

見通し 科学への興味・関心を高める児童生徒の具体

的な姿として以下の姿を見取る。 

・未体験の事象にふれて学習内容について実

感・感動する姿 

・身近な事象との関連に気付く姿 

・新たな視点での問題解決・探究に意欲的に取

り組む姿 

・授業中の児童生徒の様子と発言内容 

の分析 

・ワークシートの記述内容の分析 

・振り返りアンケートの記述内容の分  

 析 

 

 

３ 実践 

宇宙を素材とした活動を取り入れた各学年の「まとめる」過程での授業実践における展開を抜粋する。 

(1) 実践１ 

◆ねらい ・主な学習活動 〇指導上の留意点及び支援 ◎研究上の手立て 

◆作用・反作用に関する宇宙ステーション(無重力

状態)の現象を視聴して考えたり、友達と意見交

換したりすることを通して、作用・反作用の働き

について改めて理解し、表現できるようにする。 

・前時に行った活動を想起する。 

・ＪＡＸＡから出されている動画「宇宙飛行士と 

考える『作用・反作用の法則』」を視聴する。 

・動画で出された課題（宇宙ステーションで使え

るドアをつくるにはどのようなドアがよいか考

えよう）に関するアイデアを考える。 

・考えたアイデアを班で共有してまとめ、班ごと

で発表する。 

・課題に対する教師がＪＡＸＡの職員から聞いた

見解を聴く。 

・授業のまとめ、振り返りをする。 

 

〇前時に行った内容を想起させられるように、前 

時の活動の様子などを画像で提示する。 

〇具体例の掲示から、前回まとめたこと(作用・反 

作用の働き)を確認できるように促す。 

◎本時のテーマにつながる発問に関して、挙手な 

どはさせず、班ごとやペアで相談をさせ、発言し 

やすい環境づくりに努める。 

◎短い言葉掛けなどをして、生徒たちが動画を視 

 聴しながら自由に発言できるような雰囲気づく 

 りに努める。 

〇上手に話が進められない班には、作用・反作用の

働きに関する問い掛けを行い、生徒たちの考え

を引き出し、対話の活性化を図る。 

〇教師が考えたことではなく、ＪＡＸＡの職員と

確認したことであることを伝えることにより、

関係機関とのつながりを感じられるようにす

る。 

〇生徒から出てきた意見や考えを肯定的に捉えな 

がら、宇宙ステーションで採用されているドア  

の構造について説明する。 
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(2) 実践２ 

◆ねらい ・主な学習活動 〇指導上の留意点及び支援 ◎研究上の手立て 

◆宇宙飛行士が宇宙ステーションで行っている筋

力トレーニングについて考え、動画を用いて確

認することにより、地上では重力に逆らって生 

活することにより筋肉が鍛えられていることか 

ら、骨格や筋肉は重力に適応していることに気 

付かせ、運動について再認識させる。 

・自分が宇宙ステーションで長く生活していたら、 

筋力がどうなるか考え、ＪＡＸＡの資料を見て 

筋肉や骨が衰えてしまうことを知る。 

・地球上で行う筋力トレーニングを考え、ロイロ 

ノート・スクール（またはGoogle Jamboard）に 

入力して提出し、教師が意図的に分けている様 

子を確認する。 

・教師が分けた筋力トレーニングから、実際に宇 

 宙ステーションでも筋肉が鍛えられそうなもの 

 について、根拠を考えながら選ぶ。 

・予想したことを近くの人と共有する。 

・若田飛行士のYouTube動画「ＩＳＳでの筋力トレ

ーニングの紹介」を視聴し、実際に宇宙ステーシ

ョンではどのような筋力トレーニングをしてい

るのか、確認する。 

・動画視聴後、宇宙で行う筋力トレーニングはど 

のような方法がよいか個人で考える。 

・大がかりな装置で長時間かけて筋肉を鍛えてい

る理由を班ごとに話し合い、考えたことをロイ

ロノート・スクール（またはGoogle Jamboard）

に入力し発表する。 

・課題を意識したまとめを考え、今回の授業のこ 

とや宇宙に関する興味や関心などについての振

り返りを書く。 

〇宇宙ステーションでの宇宙飛行士の写真を見せ 

ることにより、今回の授業は「宇宙ステーショ 

ン」に関することだと気付かせる。 

〇生徒が自由に意見を言えるように、言葉掛けな 

どを行っていく。 

〇教師は、生徒が入力した筋力トレーニングを４  

つの領域に分けて生徒に提示する。 

〇分けた基準について、教師からは触れないこと 

により、生徒が領域の種類に着目できるように 

する。 

〇実際に宇宙ステーションで行われている筋力ト 

レーニングはどの領域のものなのか気付けるよ

うにする。 

〇動画の視聴を通して考えられることをまとめる 

ことにより、無重力での筋力トレーニングの方 

法に気付けるようにする。 

〇予想がまとまらない生徒には、机間支援をしな

がら「文でまとめられなくても箇条書きなどで

もよい」と話しながら、生徒が表現しやすい雰囲

気づくりに努める。 

◎動画で行っていた宇宙飛行士の筋力トレーニン 

グを確認していくことにより、宇宙での筋力ト 

レーニングには機械が必要で、地球上と比べる 

と数多くの運動を長時間行う必要があることを 

実感させる。 

◎何のために宇宙ステーションで筋力トレーニン 

グをしているのか発問し、筋力トレーニングを 

している意図（地球に帰還して再び元の生活を 

送るため）に気付かせる。 

〇まとめと振り返りを書くのに支援が必要な生徒 

には、教師が生徒に授業に関係する内容を問い 

掛けながら、まとめさせていく。 

 

(3) 実践３ 

◆ねらい ・主な学習活動 〇指導上の留意点及び支援 ◎研究上の手立て 

◆ぐんま天文台の職員（Ｔ２）による天体望遠鏡を

使った昼間の月の観察、かげの部分の観察、発泡

スチロールの球体のモデルが太陽の光によって

輝く様子の観察等を通して、日によって夕方同

じ時刻の月の形の見え方が変化する様子を表現

できるようにする。 

 

〇授業前に月を撮影しておく。 

◎普段の授業では関わることが難しい専門家とし

て、ぐんま天文台の職員から説明を聞くことに

より、児童の授業への意欲と天体に関する興味・

関心を高めるようにする。 

〇クレーターなど、月の表面の様子について確認

する。 
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・Ｔ１が授業当日の月の画像を児童に提示し、月 

の見え方や月の形について確認する。 

・Ｔ２が天体望遠鏡による月の画像と動画を児童

に提示し、月の様子を確認する。 

・Ｔ１から提示された既習事項を確認し、本時の 

めあてを確認する。 

・ベランダへ出て月の観察を行い、さらに発泡ス 

チロールの球体のモデルを月の方向にかざし、

輝き方を確認する。 

・夕方同じ時刻に見える月の形と位置の変化をワ

ークシートにまとめる（ミッション）。 

・Ｔ１から明け方同じ時刻に見える月の形と位置

の変化について聞き、月と太陽の位置関係によ

る月の満ち欠けについてまとめる。 

・Ｔ２が太陽の表面の様子を児童に提示し、月の

表面の様子と比較する。 

・本時のまとめと振り返りを行う。 

◎肉眼では見ることのできない月の輝いていない

部分を観察し、月が球形であることを再確認す

る。 

〇既習事項を確認することにより、今回のめあて

である「日によって月の形の見え方が変わる理

由を考える」ことができるようにする。 

〇シミュレーションソフトを使って問い掛け、児

童の言葉をつないで既習事項の確認をテンポよ

く行い、次の活動時間を確保する。 

〇目を痛めるので太陽を見ないことを確認する。 

〇ミッションに取り組む手順は、①一人で考える

→②近くの人と相談→③必要があれば修正→④

発表の順で行う。 

〇ベランダへ出てモデルを使って確かめてもよい

ことを伝える。 

◎時間内に自分の考えを表現できるように、全体

での話合いを始める時刻を伝える。 

〇太陽の表面について知り、中学校での学習に興

味・関心をつなげる。 

 

Ⅴ 研究の成果と考察 

  

１ 実践１について 

国際宇宙ステーションでの実験の動画を視聴したことによって、宇宙飛行士が反作用の働きで地上とは

異なった動きをする様子を視聴でき、無重力下での運動について実感させることができた。また、教師が

動画の途中で止めて行った宇宙での運動に関する問い掛けに対して、班ごとで考えを伝え合うなど、新た

な視点で作用・反作用の働きについて意欲的に考える姿が見られた。 

動画の中で出てきた最後の質問に関して班で考える場面では、身近で使われているドアノブでも反作用

が働いているが、地上では影響を受けずに使えていることに気付く姿が見られた。また、国際宇宙ステー

ションでも使えるドアの構造を考えるとき、宇宙（無重力）では反作用による影響があることも踏まえて、

班で意見を出し合って、意欲的に取り組んで探究している姿が見られ、自らドアの構造を論理的に導こう

と考えている姿が見られた(図７)。 

授業後のアンケートでは、「授業中のそれぞれの問いについて考えることができましたか」という質問に  

対して、「よくできた」と答えた生徒が79.4％、「できた」と答えた生徒が20.6％であった。さらに「授業  

中、近くの人と意見交換することができましたか」という質問に対しては、「よくできた」と答えた生徒が

  

  

図７ ワークシート（予想）に関する生徒の記述 
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76.5％、「できた」と答えた生徒が20.6％であった。これらの結果から、今回の授業に関して生徒が自主的

に作用・反作用の働きについて深く理解しようという姿が見られたと考えられる。国際宇宙ステーション

でも使えるドアの構造について考える場面では、班で相談をして意見をしっかり述べている様子が見られ、

まとめられていた(図８)。 

 

振り返りでは、「宇 

宙空間では、作用・反 

作用のはたらきを身 

体で感じることがで 

きるので楽しそう」、 

「宇宙のおもしろさ 

やしくみがよくわか 

り地球と同じ動作を 

するのにとっても大 

変だとわかりました。 

自分もやってみたいと

思いました」など記述されていた。これらは、本授業を受けたことにより未体験の事象について知り、生

徒が宇宙に関して今までになかった視点から考えたり話したりすることを通して、更に興味・関心を抱く

ようになったと考えられる (図９)。 

 

２ 実践２について 

 授業の導入で、国際宇宙ステーションに長期滞在すると体にどのような変化が起こるか問い掛けた。生

徒に考えさせた後に、ＪＡＸＡのマウスによる重力下と無重力下での比較実験の結果の画像を見せること

で、無重力下に長期滞在していると筋肉と骨が衰えてしまう様子を実感させることができた。 

次に、生徒が思い浮かべる筋力トレーニン  

グを記述させた。その後、出し合った筋力トレ 

ーニングの中から国際宇宙ステーションでも 

効果的に筋肉を鍛えることができそうな筋力   

トレーニングを選ばせ、選んだ理由について 

も考えさせた。生徒の予想では、「エキスパン 

ダーを使う」、「ハンドグリップを使う」が多 

く、理由に関しては、「重力がなくても鍛えられるから」というような内容が多く書かれていた(図10)。こ 

のことから、宇宙では重力が働かないため効果が望めないトレーニングがあることを理解しており、国際 

宇宙ステーションでの筋力トレーニングは普段自分たちが行っている筋力トレーニングとは異なることに 

    

    

図８ 班ごとの予想のまとめ（ロイロノート・スクール） 

 

 

図９ ワークシート(振り返り)に関する生徒の記述 

 

図10 生徒が記述した「予想の確認」の例 
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気付いた生徒が多かったと考えられる。 

宇宙飛行士の筋力トレーニングの動画視聴   

後の考察では「全身を効率よく鍛えられるよ  

うなトレーニングをやっている。道具や装置 

を使っている」、「エキスパンダーなどを使っ 

てトレーニングをするのではなく、スクワッ 

トや腹筋などやランニング、自転車こぎなど 

も色々なトレーニング装置や体を固定したりして、筋力トレーニングをしている」というような宇宙飛行 

士が扱っていた筋力トレーニング装置に注目した内容が多く記述されていた（図11）ことから、宇宙での 

筋力トレーニングは、装置を用いて体の各部位で鍛えなければならない大変さなどに気付くことができた 

と考えられる。 

 まとめについては、「宇宙では重力がな 

いため特別な道具を使うことで体に負荷 

をかけて骨や筋肉を地球でも普通に生活 

できるようにしている」、「地球に戻った 

ときに重力がかかったときに足腰が弱く 

なり骨せつをしてしまう可能性があるた 

め」、「地球に戻ってきたときに大変にな  

らないように、トレーニング装置などを  

使ってスクワットなどをしている」などと書かれていた 

(図12)。このことから、宇宙で筋力トレーニングをする 

理由も考え、人の筋肉、骨格、関節など運動器官は重力 

に対応していることが認識されたと考えられる。 

 振り返りでは、「今回の授業をする前は、宇宙はただ 

楽しく実験などしているだけだと思っていたけど、筋ト 

レをして、筋力低下を防いでいることを知った。筋トレ 

を毎日続けるのは、すごいと思いました。筋トレをしな 

いと、骨がすかすかになってしまうことがわかりまし 

た」(感想)、「どのくらいの（宇宙ステーションの）空間 

で、（宇宙飛行士が）何人ずつくらいで行っているのか 

なと少し疑問がうかんだ」(疑問)、「今までよりも宇宙 

に興味をもつことができてとても楽しかった」(興味・ 

関心)などの内容が書かれていた(図13)。生徒たちは、 

今回の授業での活動を通して、重力がない宇宙における筋肉・骨格・関節の変化や宇宙飛行士が国際宇宙 

ステーションで計画的に長い時間をかけて筋力トレーニングをしている様子などを知り、思いや考えを記 

述した。その内容は、未体験の事象について知り実感する姿であり、新たな視点での探究により、改めて

宇宙に関する疑問や興味・関心を抱いた姿であった。学習内容である筋肉・骨格・関節などのつくりや働

きは、地球の重力に適応したものであると再認識することができたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11 生徒が記述した動画視聴後の考察の例 

 

 

 
図12 生徒が記述した「まとめ」の例 

 

 

 

図13 生徒が記述した「振り返り」の例 



‐12‐ 

 

３ 実践３について 

 今回の授業で問題解決する内容である（授業ではミッションと表現）「夕方同じ時刻の月の見え方と位置

に関する図」はほとんどの児童が正解していた（図14）。これは、月の観察の時にモデル（発泡スチロール

の球体）を扱う活動（図15）によ

り、モデルを太陽から離すと満ち

ていくということを実感したこ

とにより、月は太陽から離れると

満ちていくことを再確認できた

からだと考えられる。児童が書い

た振り返りからも「モデルを空に

やると太陽と月の関係が分って

よかったなと思いました」、「モデ

ルを空に当てて、月の見え方につ

いて考えて楽しかったです」と書 

かれていた。つまり、実際の太陽の光を利用してモデルを照らすこと  

により、月と太陽の位置関係によって月の満ち欠けが起きていること 

が再確認できたと考えられる。その一方、図14のように夕方の月の様 

子を図で表すことはできていたが、それを言葉で表現することが難し 

かったように感じる。これは、問題を考え記述させる時間を十分に設 

けられなかったことが原因であると考えられる。その点ではもう少し 

教材の吟味、問題やめあての提示について工夫することが必要である 

といえる。また、教材に関しても児童の実態に合わせられるように柔 

軟性をもつようなものにする必要があると考えられる。 

本実践の中で児童の反応が特によかったのは、ぐんま天文台の職員

が提示した月の輝いていない部分を見えるように光量を変化させた動画である。日常では観察することが

困難な事象をぐんま天文台にある天体望遠鏡を使ったことにより見ることができ、児童は歓声を上げて自

然と拍手をした（図16）。また、児童の振り返りには「夜の月を明るくするのがすごかった」という内容が

書かれていた。つまり、本実践のように授業に天体の専門家を招くことにより、児童が普段の授業では経

験することが難しいことも体験することができ、実感や感動を得ることができた。 

他にも、児童の振り返りの中には「授業で習った内容だったが、モデルを使ったりいろいろな先生に教 

わることができて楽しかった」、「中学校へ行って太陽や月の勉強をするのが楽しみになった」、「みんなと 

相談してミッションをクリアするのが楽しかった」（図17、18）などと書かれていた。 

 

 

 

 

図14 児童が作成した夕方の月と太陽の位置による月の輝き方 

図15 ベランダでモデルを使っ  

て活動をしている様子 

 

図16 天文台の職員が提示し 

た資料を見ている児童の 

様子 

図17 班ごとで相談している 

様子 

 

図18 月の満ち欠けについて 

説明している様子 
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Ⅵ 研究のまとめ 

  

１ 成果 

  児童生徒を関係機関と「つなげる」こと、科学に関する考えを「広げる」こと、学びを「深める」ことを

ねらいとし、宇宙を素材とした活動を取り入れた理科の７年間の単元計画「ぐんま宇宙教育パッケージ（理

科）」を作成した。「ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）」を活用し、宇宙飛行士の動画視聴やぐんま天文台

の職員による資料提示と解説などから、児童生徒は自分の考えや意見を自由に表現しながら問題解決や探

究を行い、学習内容を広げたり深めたりすることができた。また、振り返りからも、児童生徒が未体験の

事象にふれて実感・感動する姿、身近な事象との関連に気付く姿、新たな視点での問題解決・探究に意欲

的に取り組む姿を見取ることができ、科学への興味・関心を高めていたと考えられる。 

 

２ 課題 

「ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）」は教材の活用例としての提案である。ＪＡＸＡ宇宙教育センター

の方からは「授業者が創意工夫して授業に取り入れて宇宙教育を進めていくことを願っている」という趣

旨の言葉をいただいた。「ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）」を県内の先生方が知り、創意工夫をしなが

ら実践を行えるように伝えていくこと、その実践例を集めて紹介し、「ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）」

を更に充実させていくこと、これらを課題として考えている。 

 

Ⅶ 提言 

 

 「ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）」の作成と実践を通して、宇宙を素材とした活動は、児童生徒の科学

への興味・関心を高めることに有効であることが明らかになった。「ぐんま宇宙教育パッケージ（理科）」の

活用と更なる充実を図っていく。 
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